
告

示

（
項
）

介
護
保
険
制
度
運
営
推
進
費

北
海
道

一

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付
の
申

請
の
受
理

（
目
）

介
護
保
険
事
業
費
補
助
金

（
地
域
ケ
ア
多
職
種
協
働
推

進
等
事
業
に
対
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
市
町
村
に
係
る
も

の
に
限
る
。）

青
森
県

二

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交

付
の
決
定
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
申
請
に
係
る
書

類
等
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
現
地
調
査
等

岩
手
県

三

法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号

の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
の
受
理
並
び
に
同
項
第

五
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

宮
城
県

四

法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号

の
規
定
に
よ
る
承
認
並
び
に
同
項
第
五
号
の
規
定
に

よ
る
指
示
に
係
る
通
知

秋
田
県

五

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
通
知

山
形
県

六

法
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

の
規
定
に
よ
る
事
情
変
更
に
よ
る
決
定
の
取
消
し
等

に
係
る
通
知

福
島
県

七

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
状
況
報
告
の
受
理

茨
城
県

八

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
等

の
遂
行
の
命
令
に
係
る
通
知

栃
木
県

九

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
等

の
遂
行
の
一
時
停
止
の
命
令
に
係
る
通
知

群
馬
県

十

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
実
績
報
告
の
受
理

千
葉
県

十
一

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
額
の

確
定
等
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
報
告
書
等
の
書
類

の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
現
地
調
査
等
並
び

に
通
知

東
京
都

十
二

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
の
た

め
の
措
置
の
命
令
に
係
る
通
知

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

平成™›年˜˜月š—日 金曜日 (号外第™œ 号)官 報

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
五
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
太
陽
電
池
発
電
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
公
園
は
、
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
都
市
公
園
以
外
の
都
市
公
園
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に

改
め
る
。

（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
十
二
条
第
二
号
の
二
」
を
「
第
十
二
条
第
二
号
の
三
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
五
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
二

項
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示

第
二
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
予
算
に
よ
り
支
出
さ
れ
る
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
三
年
度
以
前
の
予
算
に
よ
り
支
出
さ
れ
た
補
助
金

等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

三
井

辨
雄

表
（
項
）
介
護
保
険
制
度
運
営
推
進
費
（
目
）介
護
保
険
事
業
費
補
助
金（
認
知
症
対
策
連
携
強
化
事
業
及
び
生
活
・

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
市
町
村
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
項
を
削
り
、（
項
）
介

護
保
険
制
度
運
営
推
進
費
（
目
）
介
護
保
険
事
業
費
補
助
金
（
市
町
村
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
、
介
護
報
酬
改
定
等

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
（
市
町
村
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
市
町
村
認
知
症
施
策
総
合
推
進
事
業
、
市
民
後
見
推

進
事
業
及
び
二
十
四
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
等
推
進
事
業
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。）の
項
中

「
市
町
村
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
、」を
削
り
、「
、
市
民
後
見
推
進
事
業
及
び
二
十
四
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
サ
ー
ビ
ス
等
推
進
事
業
」
を
「
及
び
市
民
後
見
推
進
事
業
」
に
改
め
、（
項
）
社
会
保
障
等
復
興
政
策
費
（
目
）
介

護
保
険
災
害
臨
時
特
例
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
五
号

都
市
公
園
法
施
行
令
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
百

八
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
七
条
第
二
項
並
び
に
都
市
公

園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
六
条
第
一
項
第
三
号
、
第
十
二
条
第
一
号
の
二
、
第
一
号
の

三
及
び
第
二
号
の
三
並
び
に
第
十
六
条
第
六
号
の
二
及
び
第
十
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
都
市
公
園
法
施
行
規
則
及
び
特
定
都
市
河
川
浸
水

被
害
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

郡
司

彰

都
市
公
園
法
施
行
規
則
及
び
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
都
市
公
園
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

都
市
公
園
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
建
設
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
中
「
、
発
電
施
設
及
び
蓄
電
施
設
」
を
「
及
び
発
電
施
設
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
発
電
施
設
）

第
五
条
の
三

令
第
十
二
条
第
一
号
の
三
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
発
電
施
設

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

太
陽
電
池
発
電
施
設

二

燃
料
電
池
発
電
施
設
で
地
下
に
設
け
ら
れ
る
も
の

第
六
条
の
見
出
し
中
「
及
び
変
電
所
」
を
「
、
変
電
所
及
び
熱
供
給
施
設
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
二
条
第
二

号
の
二
に
規
定
す
る
」
を
「
第
十
二
条
第
二
号
の
三
の
」
に
、「
及
び
変
電
所
」
を
「
、
変
電
所
及
び
熱
供
給
施
設
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
熱
供
給
施
設
（
導
管
を

除
く
。）

第
七
条
の
二
の
見
出
し
中
「
施
設
」
の
下
に
「
及
び
発
電
施
設
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
蓄
電
施
設
」を「
第

五
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
燃
料
電
池
発
電
施
設
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
五
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
太
陽
電
池
発
電
施
設
に
つ
い
て
は
、
既
設
の
建
築
物
に
設
置
し
、
か
つ
、
当

該
建
築
物
の
建
築
面
積
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
水
道
施
設
、
下
水
道
施
設
又
は
変
電
所
」
を
「
水
道
施
設
等
又
は
発
電
施
設
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令
第
十
二
条
第
二
号
の
三
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
水
道
施
設
等
」
と
い
う
。）又
は
第
五
条

の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
燃
料
電
池
発
電
施
設
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
燃
料
電
池
発
電
施
設
」
と
い
う
。）

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
公
園
は
、
次
に
掲
げ
る
都
市
公
園
以
外
の
都
市
公
園
の
う
ち
、そ
の
敷
地
面
積
が
、

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
当
該
都
市
公
園
の
地
下
に
設
け
よ
う
と
す
る
水
道
施
設
等
及
び
燃
料
電

池
発
電
施
設
の
占
用
面
積
並
び
に
当
該
都
市
公
園
の
地
下
を
占
用
し
て
い
る
既
設
の
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
又
は

施
設
（
以
下
「
既
設
の
地
下
占
用
物
件
」
と
い
う
。）の
占
用
面
積
の
合
計
の
二
倍
以
上
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

一

令
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
と
し
て
風
致
の
享
受
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園

二

令
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
と
し
て
動
植
物
の
生
息
地
又
は
生
育
地
で
あ
る
樹
林
地
等
の
保
護
を
目
的

と
す
る
都
市
公
園
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